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化学工学会　ＣＥ分科会関西　議事録
1． 日時　：平成２８年６月１４日（火）１４：００～１７：００
2． 場所　：クボタ環境サービス　＜クボタ阪神事務所内＞　３号館　第一会議室
３．　　出席者：清水(ｵｵﾅﾐ)、大石(大石ｺﾝｻﾙ)、岡本(PCM)、平井(三菱日立PS)、奈良橋(ｸﾎﾞﾀ環境　記)
４．　　議事　　　　　　　　　　　　　　　注)　下線部は　決定事項。
１）本部＆ＳＩＳ部会 報告事項（清水会長、）　・・・・・<添付参照：2016年年間活動計画書>
①年間計画、年会、シンポジウム、説明
②秋季大会日程　説明　　9/6～9/8　於：徳島大学
　大会での　講演評価委員の選出依頼に対しては清水会長より　６月３０日までに返信。
③ホームページの更新：　清水会長、寺澤幹事、奈良橋で相談の上、平井氏に連絡する。
④定例会、年鑑、について。
⑤名簿　取扱注意のこと。　　塚尾氏⇒　更新依頼が未着？　大阪に異動　
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⑥部会の旅費規定と分科会の旅費規定の整合性が取れていない件。
分科会の規定を提出したが、部会からは返事が無い→当面、分科会規定で実施する。
２）合宿（案）・・・・・<添付参照：合宿計画書(案)>
　　　　①７月２９日(金)～３０日(土)、　場所は　ダイハツ　ラコンテ有馬(兵庫県神戸市)
　　　　②参加者は　１０名程度＋α、　ＣＥ分科会委員の出欠連絡は　７月８日(金)までに
　　　　③主目的は　『分科会活動状況』説明と『秋季大会発表内容』の内容報告、『今後のＣＥ分科会
の在り方』についてとし、秋季大会発表者の　清水会長、広瀬氏、砂山氏、岡本氏、平井氏、奈良橋　の６名より発表要旨を説明。
④今回の合宿、研修会はメルマガやホームページで　部会内に案内をする。
　清水会長から『行事カレンダー』に記載。→　平井さん経由で　京大の金先生(メルマガ担当)に連絡。

　　３）ＣＥ分科会事業改革について

　　　　①　今後運営の一つの案として　(相手から拒否の可能性もあるが)同じＳＩＳ部会の「プラント
オペレーション分科会」への統合を提案。　＜奈良橋＞
(理由)　① 清水会長、奈良橋　共に来年停年となること。奈良橋は４月までの役員は継続するもその後は退会予定。　②プラントオペレーション分科会は部会員１００名以上と多く、民間企業のメンバーが多い。　コスト関連研究も過去には行っていた。　

⇒　「なぜこのコストエンジニアリングを守ろうとしないのか。」「ＪＳＣＥなどはメンバーが増えている。」「ＪＳＣＥやコスト工学会との協力は出来ないのか」「東京の若いメンバーに任せるべき。」「了解が出ればプラントオペレーション分科会でも研究活動は可能。」「他の分科会は開催を東西に分けていない。その検討から始めるべき。」「もっと新会員を集めるべき」　等々の意見がでた。
⇒　次回の合宿で検討する事とする。
　　４）その他、３分間スピーチ
　　　　①第４次産業革新について、そして　ＩｏＴが第４次産業革命ではないか。　（大石）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　②「不確実性時代の管理ソフトについて」　(岡本)

　　　　③ＩｏＴとビックデータによる収益性について　(平井)

　　　　④インフラ生産システムに対する官庁の変化について　(奈良橋)

　　

５）次回は　７月２９～３０日　ダイハツ・ラコンテ有馬にて。　
以　　上
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